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登
場
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／
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藤
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台
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ネ
ッ
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管
制
室
長
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…
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…
…
…
…
チ
ー
フ
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

小
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2
3
)

…
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…
オ
ペ
レ
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タ

【
仮
想
円
卓
会
議
】
声
１
（
官
房
長
官
）

声
２
（
科
技
省
次
官
／
女
性
）

声
３
（
七
話
登
場
の
監
査
役
）

声
４
（
政
務
次
官
／
地
方
議
員
）

地
下
の
技
術
者
達

Ｍ
Ｉ
Ｂ

※
ダ
ー
ク
リ
ザ
モ
ン

〔
一
話
の
デ
ジ
モ
ン
に
表
現
が
似
そ
う
な
の
で
変
更
〕

ミ
ヒ
ラ
モ
ン
（
影
の
み
）



○
前
話
リ
プ
ラ
イ
ズ

Ｎ

「
留
姫
と
レ
ナ
モ
ン
は
、
互
い
を
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
と
、
改
め
て
認
め

合
っ
た
。
人
と
デ
ジ
モ
ン
の
関
係
、
そ
れ
は
一
体
ど
ん
な
意
味
を

成
し
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
未
来
を
作
り
出
す
の
か
、
ま
だ
誰
に

も
判
ら
な
い

」

□
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

○
淀
橋
市
場
外
観
／
夜

車
通
り
の
少
な
く
な
っ
た
小
滝
橋
通
り
。

ガ
ラ
ン
と
し
た
青
果
市
場
の
中
か
ら
ス
パ
ー
ク
が
迸
る
。

○
同
／
内

タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ン
！

カ
ー
ド
ス
ラ
ッ
シ
ュ
！

メ
タ
ル
ガ
ル
ル
モ
ン
！
」

カ
ー
ド
を
Ｄ
ア
ー
ク
に
ス
ラ
ッ
シ
ュ
す
る
タ
カ
ト
。

瞬
間
、
光
が
メ
タ
ル
ガ
ル
ル
モ
ン
の
姿
と
な
り

、
ダ
ー

ク
リ
ザ
モ
ン
と
戦
う
ギ
ル
モ
ン
へ
届
く
。

ギ
ル
モ
ン
「
わ
わ
っ
、
す
、
凄
い
パ
ワ
ー
が
来
た
ぞ
っ
！

う
お
お
お
お
っ
」

ギ
ル
モ
ン
、
新
た
に
得
た
力
で
身
を
震
わ
せ

ギ
ル
モ
ン
「
コ
キ
ュ
ー
ト
ス
ブ
レ
ス!!

」

タ
カ
ト
「
お
し
っ
！

勝
利
だ
ギ
ル
モ
ン
！

あ
い
つ
を
ロ
ー
ド
し
て
も
っ

と
も
っ
と
強
く
な
っ
て
進
化
す
る
ん
だ
！
」

ギ
ル
モ
ン
「
ぐ
お
お
お
お
お
ッ
！
」

と
！

そ
の
時
、
四
方
か
ら
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
が
暗
い
市
場
内

に
集
中
照
射
さ
れ
る
。

タ
カ
ト
「
（
怯
え
）
な
、
何
…
…
？
」

○
市
場
俯
瞰

上
空
に
は
識
別
票
無
き
漆
黒
の
ヘ
リ
が
二
機
、
上
空
か
ら
サ

１



ー
チ
ラ
イ
ト
を
照
ら
し
て
い
る
。

無
線
声
「
（
ノ
イ
ズ
混
じ
り
／
徹
底
的
に
オ
フ
）T

a
r
g
e
t
f
o
u
n
d
e
d
.
k
e
e
p

on
s
t
a
n
d
i
n
g
b
y
,
a
l
p
h
a
b
r
a
v
o
C
h
a
r
l
i
e
.

」

○
市
場
内

ギ
ル
モ
ン
「
タ
カ
ト
、
ど
う
し
よ
う
。
戦
う
？
」

タ
カ
ト
「
ま
ず
い
か
も
…
…
。
逃
げ
た
方
が
、
い
い
の
か
も
…
…
」

ギ
ル
モ
ン
「
ど
う
し
て
逃
げ
る
？

ギ
ル
モ
ン
た
ち
、
悪
い
事
し
て
る
？
」

タ
カ
ト
「
そ
う
じ
ゃ
、
な
い
け
ど
…
…
」

激
し
い
緊
張
が
タ
カ
ト
を
ぐ
っ
し
ょ
り
と
汗
で
濡
ら
し
、
動

悸
が
酷
く
な
っ
て
い
る
。

ダ
ー
ク
リ
ザ
モ
ン
「
オ
レ
ハ
コ
コ
デ
イ
キ
ル
！

オ
レ
ヲ
シ
ン
カ
サ
セ
ロ
」

タ
カ
ト
に
襲
い
か
か
る
敵
デ
ジ
モ
ン
。

ギ
ル
モ
ン
、
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
と

バ
シ
ュ
！

バ
シ
ュ
バ
シ
ュ
！

催
涙
弾
が
打
ち
込
ま
れ
た
！

ギ
ル
モ
ン
「
ゴ
ホ
ゴ
ホ
。
ぐ
ぇ
っ
。
タ
、
タ
カ
ト
ぉ
」

タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ン
！

ギ
ル
モ
ン
ど
こ!
?

」

煙
の
中
で
、
タ
カ
ト
、
手
さ
ぐ
り
で
ギ
ル
モ
ン
を
探
す
。

大
き
な
影
が
見
え
た
。

タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ン
！
」

ダ
ー
ク
リ
ザ
モ
ン
「
が
ぁ
ぁ
ぁ
ッ
」

タ
カ
ト
「!!

（
声
も
出
な
い
）
」

し
ゅ
る
る
る
る
る

ド
オ
オ
ン
！

倒
れ
込
む
ダ
ー
ク
リ
ザ
モ
ン
。

身
体
に
は
ワ
イ
ヤ
ー
ガ
ン
の
楔
が
何
本
も
刺
さ
っ
て
い
る
。

タ
カ
ト
「
！
」
怯
え
て
震
え
出
し
て
い
る
タ
カ
ト
。

ギ
ル
モ
ン
「
タ
カ
ト
！
」

タ
カ
ト
の
側
に
来
る
ギ
ル
モ
ン
。

ま
だ
煙
で
視
界
は
晴
れ
な
い
。

そ
の
中
に
響
く
、
カ
チ
ン
カ
チ
ン
と
い
う
音
。

タ
カ
ト
「
（
震
え
て
）
こ
、
怖
い
…
…
、
ぼ
く
…
…
」

２



煙
の
中
に
立
つ
男
の
姿

、
山
木
。

山

木
「
デ
ジ
モ
ン
テ
イ
マ
ー
、
そ
う
い
う
ん
だ
っ
て
ね
」

タ
カ
ト
「
（
は
っ
）
」

山

木
「
カ
ー
ド
で
遊
ん
で
る
分
に
は
罪
も
無
い
。
し
か
し

、
い
つ
ま

で
も
危
な
い
遊
び
を
し
て
い
た
ら
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
叱
ら

れ
る
」

タ
カ
ト
「
遊
び
…
…
、
じ
ゃ
、
な
い
…
…
（
自
信
無
く
）
」

山

木
「
じ
ゃ
あ
何
し
て
ん
だ
よ
、
子
ど
も
の
く
せ
に
」

タ
カ
ト
「
こ
っ
ち
の
、
世
界
に

、
危
な
い
デ
ジ
モ
ン
が
…
…
」

山

木
「
そ
こ
に
い
る
君
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
じ
ゃ
あ
何
な
の
さ
。
同
じ
デ
ジ

モ
ン
じ
ゃ
な
い
か
」

タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ン
は
違
う
よ
！

ギ
ル
モ
ン
は
、
僕
が
…
…
」

ワ
イ
ヤ
ー
で
捕
縛
さ
れ
た
ダ
ー
ク
リ
ザ
モ
ン
を
、
防
疫
服
の

男
達
が
回
収
し
て
い
く
。

タ
カ
ト
「

ど
う
す
る
の
？
」

山

木
「
本
当
は
そ
こ
の
赤
い
奴
を
連
れ
て
い
っ
て
も
い
い
ん
だ
」

ハ
ッ
と
な
っ
て
、
ギ
ル
モ
ン
を
庇
お
う
と
前
に
立
つ
タ
カ
ト
。

山

木
「

（
真
顔
）
ふ
ぅ
ん
…
…
、
た
だ
の
怖
が
り
じ
ゃ
な
い
、
か
」

山
木
、
背
を
向
け
て
去
っ
て
い
く
。

煙
、
晴
れ
つ
つ
あ
り
、
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
が
消
え
て
い
く
。

暗
闇
の
中
に
残
さ
れ
る
タ
カ
ト
と
ギ
ル
モ
ン

。

○
ギ
ル
モ
ン
・
ホ
ー
ム

タ
カ
ト
、
穴
蔵
に
寝
そ
べ
る
ギ
ル
モ
ン
に

タ
カ
ト
「
じ
ゃ
あ
お
休
み
、
ギ
ル
モ
ン
…
…
。
ま
た
明
日
ね
」

行
こ
う
と
す
る
タ
カ
ト
に

ギ
ル
モ
ン
「
タ
カ
ト
」

タ
カ
ト
「
（
振
り
向
き
）
何
」

ギ
ル
モ
ン
「
タ
カ
ト
は
、
ギ
ル
モ
ン
に
も
っ
と
も
っ
と
強
く
な
っ
て
欲
し
い

ん
だ
よ
ね
。
も
っ
と
進
化
し
て
欲
し
い
ん
だ
よ
ね
」

タ
カ
ト
「

そ
、
そ
う
だ
け
ど
…
…
」

ギ
ル
モ
ン
「
ギ
ル
モ
ン
、
強
く
な
る
よ
。
進
化
し
た
い
！

ギ
ル
モ
ン
、
ど

ん
な
風
に
変
わ
る
の
か
な
」

３



タ
カ
ト
「
変
わ
る
…
…
」

○
フ
ラ
ッ
シ
ュ

巨
大
化
し
、
野
生
の
目
で
咆
哮
す
る
グ
ラ
ウ
モ
ン
。

慄
然
と
見
つ
め
て
い
る
タ
カ
ト

。

○
ギ
ル
モ
ン
・
ホ
ー
ム

タ
カ
ト
「
変
わ
る
な
ん
て

、
嫌
だ
…
…
」

ギ
ル
モ
ン
「
え
っ
？

ど
う
し
て
？

進
化
し
て
変
わ
っ
て
欲
し
い
ん
で
し

ょ
？

タ
カ
ト
、
そ
れ
が
嬉
し
い
ん
で
し
ょ
？
」

タ
カ
ト
「
と
に
か
く
、
嫌
な
ん
だ
！
」

飛
び
出
し
て
い
く
タ
カ
ト
。

ギ
ル
モ
ン
「
（
小
首
傾
げ
）
わ
か
ん
な
い
よ
、
タ
カ
ト
…
…
」

○
中
央
公
園

闇
雲
に
駈
け
て
い
く
タ
カ
ト
。

そ
の
背
後
に
聳
え
る

、
新
都
庁
。

中
層
階
は
不
自
然
に
明
る
い
。

窓
に
近
づ
く
と
、
５
フ
ロ
ア
程
の
間
は
、
窓
の
す
ぐ
側
に
壁

が
あ
り
、
内
側
は
見
え
な
い
事
が
判
る
。

更
に
そ
の
奥
に
は

○
ネ
ッ
ト
管
理
局
管
制
室

ヒ
ュ
プ
ノ
ス
の
全
方
位
ス
ク
リ
ー
ン
。

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
座
の
ア
ー
ム
が
交
錯
。

麗

花
「
ヒ
ュ
プ
ノ
ス
、
ワ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
を
探
知
」

恵

「
（
イ
ン
カ
ム
に
）
山
木
室
長
？
」

山
木
の
声
「
（
無
線
）
ザ
コ
は
放
っ
て
お
い
て
い
い
」

恵

「

は
ぁ
…
…
」

恵
、
イ
ン
カ
ム
に
手
を
添
え

４



恵

「
れ
？

何
な
の
こ
れ
…
…
」

麗

花
「
ど
う
し
た
の
よ
」

恵

「
ト
レ
ー
サ
ー
の
反
応
が
変
な
ん
で
す
ー
。
ワ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
を
追

わ
な
い
で
、
ル
ー
ト
の
周
囲
を
ぐ
る
ぐ
る
循
環
し
て
て
」

麗

花
「
（
ゴ
ー
グ
ル
・
イ
ン
カ
ム
を
外
し
）
ど
う
い
う
事
よ

ん
」

コ
ン
ソ
ー
ル
座
の
下
を
ヒ
ョ
コ
ヒ
ョ
コ
と
歩
く
者
を
見
る
。

ク
ル
モ
ン
「
（
ぶ
つ
ぶ
つ
）
わ
ー
、
な
ん
だ
か
と
っ
て
も
広
い
で
く
る
ー
。

い
ろ
ん
な
声
が
聞
こ
え
て
き
て
楽
し
い
で
く
る
ー
」

恵

「
…
…
、
か
わ
い
ー
っ
」

ク
ル
モ
ン
「
（
見
上
げ
て
）
く
る
る
ー
？
」

○
エ
レ
ベ
ー
タ
内

地
下
十
三
階
で
止
ま
る
。
ド
ア
が
開
く
と

○
ネ
ッ
ト
管
理
局
／
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー

都
庁
舎
群
全
体
の
地
下
に
広
が
る
、
大
セ
ン
タ
ー
。

壁
際
に
は
直
径
５
ｍ
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
光
フ
ァ
イ
バ
ー
束
。

室
内
は
多
く
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
切
ら
れ
て
い
る
。

一
際
明
る
い
奥
の
一
角
。
そ
こ
に
向
か
っ
て
歩
く
山
木
。

○
ネ
ッ
ト
管
理
局
／
管
制
セ
ン
タ
ー

呆
然
と
立
っ
て
い
る
恵
。

恵

「
あ
れ
ー
、
ど
こ
行
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
ろ
…
…
」

麗

花
「
誰
が
持
っ
て
き
た
の
？

あ
ん
な
ぬ
い
ぐ
る
み
」

恵

「
ぬ
い
ぐ
る
み
？

そ
う
で
す
か
ね
ぇ
？
」

麗

花
「
流
行
っ
て
る
で
し
ょ
、
喋
る
奴
」

恵

「
そ
う
だ
け
ど
…
…
、
勝
手
に
歩
い
て
入
っ
て
く
る
か
な
ー
…
…
」

○
ネ
ッ
ト
管
理
局
／
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー

捕
ら
え
ら
れ
た
ダ
ー
ク
リ
ザ
モ
ン
が
、
半
透
明
の
ガ
ラ
ス
に

５



覆
わ
れ
た
ケ
ー
ジ
の
中
で
も
が
い
て
い
る
。

ケ
ー
ジ
内
部
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
フ
ィ
ー
ル
ド
の
粒
子
が
充
満
。

技
術
者
１
「
こ
の
粒
子
は
、
ネ
ッ
ト
か
ら
物
質
化
、
リ
ア
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

す
る
場
合
に
発
生
す
る
模
様
」

技
術
者
は
マ
イ
ク
に
声
で
記
録
し
な
が
ら
検
査
を
し
て
い
る
。

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
く
ぐ
も
っ
た
ダ
ー
ク
リ
ザ
モ
ン
の
声
。

ダ
ー
ク
リ
ザ
モ
ン
「
オ
レ
ヲ
ハ
ナ
セ
、
オ
レ
ハ
コ
ノ
セ
カ
イ
デ
イ
キ
ル
」

山

木
「
ふ
ん
。
ど
こ
で
生
き
よ
う
と
、
所
詮
お
前
達
は
人
間
が
産
み
出
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
老
人
達
が
夢
見
た
人
工
知
性
。
ま
が
い
も
の
で

し
か
な
い
。
そ
ん
な
お
前
た
ち
が
リ
ア
ル
・
ワ
ー
ル
ド
に
出
て
く

る
な
ど
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
し
か
な
い
ん
だ
」

技
術
者
２
「
こ
の

、
デ
ジ
モ
ン
、
で
す
か
。
身
体
を
構
成
し
て
い
る
の

は
確
か
に
物
質
、
疑
似
蛋
白
質
で
す
。
し
か
し
そ
の
分
子
の
結
合

は
極
め
て
不
確
か
で
危
う
い
…
…
」

山

木
「
ま
が
い
も
の
と
は
、
そ
う
い
う
も
の
で
す
」

山
木
、
パ
ネ
ル
の
ゲ
ー
ジ
を
ぐ
い
っ
、
と
上
げ
る
。

バ
チ
バ
チ
バ
チ
ッ
！

ケ
ー
ジ
内
に
ス
パ
ー
ク
が
走
る
。

も
が
く
デ
ジ
モ
ン
。

技
術
者
１
「
量
子
化
ノ
イ
ズ
増
大
。
ケ
ー
ジ
内
の
質
量
が
急
激
に
低
下
」

デ
ジ
モ
ン
「
グ
オ
オ
オ
ッ
、
ワ
レ
ラ
ガ
カ
ミ
ヨ
、
コ
ノ
セ
カ
イ
ヲ
ヌ
リ
カ
エ

テ
ク
レ
…
…
」

技
術
者
１
「
（
呟
き
）
神
…
…
？
」

技
術
者
２
「
人
間
の
事
、
だ
ろ
う
？

あ
あ
…
…
、
消
え
て
い
く

」

デ
ジ
モ
ン
の
姿
、
量
子
化
ノ
イ
ズ
に
か
き
消
え
て
い
く
。

山

木
「
今
の
デ
ー
タ
は
全
て
記
録
し
て
あ
る
ん
で
す
ね
」

技
術
者
１
「
は
い
」

山

木
「
な
ら
、
も
う
こ
ん
な
野
良
犬
、
駆
除
し
て
下
さ
い
」

技
術
者
２
「
駆
除
…
…
？

あ
あ
、
メ
タ
フ
ァ
ラ
イ
ザ
ー
を
使
え
と
。
は
い
」

技
術
者
２
、
パ
ネ
ル
脇
の
、
臨
設
コ
ン
ソ
ー
ル
を
操
作
。

き
ゅ
う
う
う
う
ん
。
地
下
全
体
に
響
く
音
。

量
子
ノ
イ
ズ
化
し
た
、
ケ
ー
ジ
内
の
�
デ
ー
タ
�
を
、
青
い

渦
が
巻
き
込
ん
で
い
く
。

山

木
「
ワ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
、
野
生
の
人
工
知
性
。
全
て
駆
除
し
て
や
る
、

も
う
す
ぐ
」

６



カ
チ
ン
、
と
閉
じ
ら
れ
る
ジ
ッ
ポ
。

○
淀
橋
小
学
校
／
翌
日
午
前

「
お
は
よ
う
」
と
口
々
に
し
て
登
校
し
て
く
る
生
徒
た
ち
。

正
門
前
で
は
奈
美
が
つ
ま
ら
な
そ
う
な
顔
で
立
っ
て
い
る
。

タ
カ
ト
「
先
生
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

奈

美
「
え
？

あ
あ
、
お
は
よ
う
タ
カ
ト
く
ん
。
変
な
も
の
、
持
っ
て
き

て
な
い
わ
よ
ね
」

タ
カ
ト
、
ぎ
く
っ
と
し
て
腰
の
Ｄ
ア
ー
ク
を
握
る
。

タ
カ
ト
「
へ
へ
変
な
も
の
っ
て
…
…
」

奈

美
「
オ
モ
チ
ャ
と
か
カ
ー
ド
と
か
…
…
。
お
願
い
だ
か
ら
そ
ん
な
の
も

の
持
っ
て
き
て
欲
し
く
な
い
わ
。
余
計
な
事
で
い
ち
い
ち
怒
り
た

く
な
い
も
の
あ
た
し
」

タ
カ
ト
「
（
作
り
笑
み
）
そ
、
そ
う
で
す
よ
ね
。
ぼ
く
、
心
配
か
け
た
り
し

ま
せ
ん
か
ら
」

玄
関
に
行
こ
う
と
し
て
振
り
向
く
タ
カ
ト
。

タ
カ
ト
「

奈
美
先
生
？
」

奈

美
「
え
？
」

タ
カ
ト
「

な
ん
で
先
生
に
な
っ
た
ん
で
す
か
？
」

奈

美
「

就
職
先
と
し
て
安
定
し
て
い
る
」

タ
カ
ト
「
…
…
」

奈

美
「

と
思
っ
た
か
ら
だ
け
ど
、
失
敗
し
た
か
な
ー
と
か
思
っ
て
る
」

タ
カ
ト
「

僕
も
そ
う
思
い
ま
す
」

ギ
ョ
ッ
と
な
っ
て
タ
カ
ト
を
見
入
る
奈
美
。

タ
カ
ト
「
…
…
（
『
ぼ
く
、
な
ん
て
事
言
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
』
）
」

タ
カ
ト
、
下
駄
箱
に
向
か
っ
て
駈
け
て
い
く
。

奈

美
「

（
小
声
）
何
よ
…
…
。
い
い
じ
ゃ
な
い
あ
た
し
だ
っ
て
…
…
」

爪
を
噛
む
奈
美
。

そ
こ
に
体
育
教
師
の
森
、
来
る
。

森
教
諭
「
あ
、
な
、
奈
美
先
生
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
は
は
。
持
ち
物
検

査
、
ご
苦
労
様
で
す
ね
」

奈

美
「
あ
、
森
先
生
代
わ
っ
て
く
れ
ま
す
？

お
手
洗
い
行
き
た
い
ん
で
」

森
教
諭
「
え
っ
？

あ
っ
、
ち
ょ
っ
…
…
」
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○
五
年
二
組
教
室

タ
カ
ト
、
入
っ
て
く
る
と
、
教
室
後
部
で
、
ヒ
ロ
カ
ズ
、
ケ

ン
タ
達
が
談
笑
し
て
い
た
。

タ
カ
ト
「
お
は
よ
」
笑
っ
て
い
た
ヒ
ロ
カ
ズ
、
固
い
顔
に
な
っ
て
。

ヒ
ロ
カ
ズ
「
あ
あ
。
お
は
よ
」

ケ
ン
タ
「
…
…
」気
ま
ず
い
雰
囲
気
。

タ
カ
ト
、
自
席
へ
俯
い
て
向
か
う
。

そ
れ
を
心
配
そ
う
に
見
つ
め
る
樹
莉
。

国
語
の
授
業
中
。

黒
板
に
武
者
小
路
実
篤
の
詩
を
書
い
て
い
る
奈
美
。

ぼ
う
っ
と
そ
れ
を
見
つ
め
て
い
る
タ
カ
ト
。

ノ
ー
ト
に
は
ギ
ル
モ
ン
の
絵
。
そ
れ
が
グ
ラ
ウ
モ
ン
に
進
化

し

、
更
に
巨
大
な
姿
に
な
っ
て
い
る
の
を
描
こ
う
と
し

て
、
グ
シ
ャ
グ
シ
ャ
に
潰
し
て
し
ま
っ
た
。

と
、
隣
の
席
の
子
が
机
を
ト
ン
ト
ン
と
叩
い
て
、
小
さ
な
紙

片
を
手
渡
す
。

タ
カ
ト
「
え
…
…
？
」

タ
カ
ト
、
可
愛
く
折
り
畳
ま
れ
た
紙
を
広
げ
る
。

タ
カ
ト
「

（
く
す
っ
）
」

妙
に
可
愛
く
描
か
れ
た
ギ
ル
モ
ン
。
変
な
服
ま
で
着
せ
ら
れ

て
い
る
。

『
ギ
ル
モ
ン
ち
ゃ
ん
か
わ
い
い
ね
』

タ
カ
ト
、
向
こ
う
の
席
を
見
る
。

悪
戯
っ
ぽ
く
笑
っ
て
こ
ち
ら
を
見
て
い
た
樹
莉
、
前
を
向
い

て

、
手
踊
り
の
犬
で
『
わ
ん
』
。

少
し
気
分
が
晴
れ
る
タ
カ
ト
。

自
分
が
描
い
た
禍
々
し
い
姿
の
巨
大
な
ギ
ル
モ
ン
（
究
極
体
）

と
、
樹
莉
が
描
い
た
絵
が
並
ん
で
い
る
。

そ
れ
を
見
つ
め
る
タ
カ
ト

。
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○
リ
ー
家
／
ジ
ェ
ン
の
部
屋

テ
リ
ア
モ
ン
、
ジ
ェ
ン
の
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い
、
ト
ラ
ッ
ク

ボ
ー
ル
を
く
る
く
る
回
し
て
い
る
。

テ
リ
ア
モ
ン
「
（
鼻
唄
）
」

画
面
は
デ
ジ
モ
ン
ウ
ェ
ブ
。

テ
リ
ア
モ
ン
「
み
ん
な
元
気
か
な
ー
」

と
、
画
面
の
隅
に
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
ウ
ィ
ン
ド
ウ
が
開
き
、

見
知
ら
ぬ
デ
ジ
モ
ン
の
シ
ル
エ
ッ
ト
と
、
デ
ジ
モ
ン
文
字
の

デ
ー
タ
が
急
速
に
ス
ク
ロ
ー
ル
し
て
い
く
。

テ
リ
ア
モ
ン
「
ほ
ぁ
？

こ
ん
な
デ
ジ
モ
ン
、
い
た
っ
け
？
」

バ
ン
！

ド
ア
を
開
け
る
小
春
。

テ
リ
ア
モ
ン
「
ぎ
く
ぅ
っ
！
」

硬
直
す
る
テ
リ
ア
モ
ン
。

小

春
「
テ
リ
ア
モ
ー
ン
？
」

テ
リ
ア
モ
ン
、
わ
な
わ
な
し
な
が
ら
、
パ
タ
リ
と
、
キ
ー
ボ

ー
ド
に
突
っ
伏
す
。

小

春
「
勝
手
に
ジ
ェ
ン
兄
ち
ゃ
ん
の
機
械
触
っ
た
ら
怒
ら
れ
る
ぞ
ー
」

小
春
、
や
っ
て
き
て
テ
リ
ア
モ
ン
を
抱
き
上
げ
る
。

小

春
「
ジ
ェ
ン
兄
ち
ゃ
ん
が
こ
ん
な
と
こ
に
テ
リ
ア
モ
ン
置
き
っ
ぱ
な
し

に
し
て
る
か
ら
い
け
な
い
ん
だ
よ
ね
っ
」

「
に
ゅ
～
」
と
い
う
顔
の
テ
リ
ア
モ
ン
。

小

春
「
さ
っ
、
こ
れ
か
ら
テ
リ
ア
モ
ン
は
赤
ち
ゃ
ん
に
な
る
で
し
ゅ
よ
ー
」

き
ゅ
う
ぅ
ぅ
っ
と
抱
き
し
め
る
小
春
。

テ
リ
ア
モ
ン
「
…
…
（
汗
）
」

画
面
内
の
不
気
味
な
デ
ジ
モ
ン
の
影
、
消
え
る
。

○
恐
竜
公
園

学
校
帰
り
の
生
徒
達
が
、
公
園
外
の
道
を
歩
い
て
い
く
。

タ
カ
ト
、
公
園
前
に
来
る
と
、
ヒ
ロ
カ
ズ
達
が
公
園
内
の
ブ

ラ
ン
コ
に
乗
っ
て
い
た
。

タ
カ
ト
、
逡
巡
す
る
が
、
中
へ
。
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タ
カ
ト
「
…
…
や
あ
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「
…
…
お
お
」

ケ
ン
タ
「
…
…
何
？
」

タ
カ
ト
「
…
…
（
言
い
出
せ
ず
）
」

と
、
そ
こ
に
樹
莉
、
や
っ
て
き
て

樹

莉
「
ね
、
今
日
は
カ
ー
ド
で
、
遊
ば
な
い
の
？
」

ケ
ン
タ
「
デ
ジ
モ
ン
…
…
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「
い
い
じ
ゃ
ん
、
別
に
。
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
訳
じ
ゃ
な
い
」

タ
カ
ト
「

あ
の
、
僕
…
…
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「

な
ん
か
よ
、
デ
ジ
モ
ン
な
ん
て
子
ど
も
の
遊
び
だ
っ
て
気

分
に
な
っ
て
き
た
ん
だ
。
な
、
ケ
ン
タ
」

ケ
ン
タ
「
え
？

う
、
う
ん
…
…
」

樹

莉
「
子
ど
も
の
遊
び
…
…
？
（
当
惑
）
」

言
っ
た
ヒ
ロ
カ
ズ
も
、
嫌
な
事
を
口
に
し
て
し
ま
っ
た
想
い
。

ヒ
ロ
カ
ズ
「
…
…
」

タ
カ
ト
「
（
目
を
外
し
）
遊
び
だ
と
し
た
ら
、
嫌
い
に
な
っ
ち
ゃ
え
ば
、
も

う
そ
ん
な
事
し
な
く
て
い
い
ん
だ
、
よ
ね
…
…
」

樹

莉
「
え
？

あ
た
し

、
よ
く
判
ら
な
い
。
で
も

、
タ
カ
ト

君
が
友
だ
ち
に
な
っ
た
、
ギ
ル
モ
ン
ち
ゃ
ん
が
デ
ジ
モ
ン
だ
っ
た

ら
、
あ
た
し
デ
ジ
モ
ン
っ
て
と
っ
て
も
好
き
だ
と
思
う
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「
あ
あ
？

何
言
っ
て
ん
の
？

ケ
ン
タ
、
俺
ン
家
で
ゲ
ー
ム
や

ろ
」

ケ
ン
タ
「
う
ん
」二
人
、
気
ま
ず
く
タ
カ
ト
の
前
か
ら
去
っ
て
い
く
。

タ
カ
ト
「

遊
び
じ
ゃ
、
な
い
よ
…
…
」

タ
カ
ト
、
Ｄ
ア
ー
ク
を
ぎ
ゅ
っ
と
握
る
。

樹

莉
「

ご
め
ん
。
あ
た
し
、
変
な
事
言
っ
た
み
た
い
」

タ
カ
ト
「

そ
う
じ
ゃ
な
い
よ
。
た
だ

」

樹

莉
「
ね
っ
今
日
も
ギ
ル
モ
ン
ち
ゃ
ん
と
遊
ぶ
の
？
」

タ
カ
ト
「

遊
び
じ
ゃ
な
い
ん
だ
っ
て
！
」

樹

莉
「
…
…
」タ
カ
ト
、
言
っ
た
瞬
間
に
後
悔
し
た
が

タ
カ
ト
「

じ
ゃ
、
じ
ゃ
あ
、
か
加
藤
さ
ん
僕
帰
る
」

ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
動
き
で
駈
け
て
い
く
タ
カ
ト
。
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樹

莉
「
…
…
（
寂
し
そ
う
）
」

○
暗
い
室
内
〔
山
木
の
部
屋
〕

虚
空
に
ラ
ン
ダ
ム
に
並
ぶ
ウ
ィ
ン
ド
ウ
（
前
後
に
距
離
差
が

あ
り
、
被
写
界
深
度
差
で
ボ
ケ
て
い
る
）
。

机
に
向
か
っ
て
い
る
者
、
車
の
中
の
者
、
ゴ
ル
フ
を
し
な
が

ら
、
秘
書
が
差
し
出
し
た
Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
い
る

者

。
為
政
者
、
役
人
た
ち
。W

e
b
C
a
m

に
よ
る
会
議
。

声

１
「

今
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
危
険
な
も
の
だ
と
国
民
に
印
象
づ
け

ら
れ
る
事
は
絶
対
に
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
」

声

２
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
疑
似
生
命
体
物
質
化
現
象
、
リ
ア
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
事
例
は
現
在
全
て
の
報
道
を
検
閲
し
、
差
し
止
め
て
い
ま
す
」

山

木
「
そ
れ
も
、
ヒ
ュ
プ
ノ
ス
、
ネ
ッ
ト
監
視
シ
ス
テ
ム
の
恩
恵
だ
と
い

う
事
を
お
忘
れ
な
く
」

声

３
「
そ
の
ヒ
ュ
プ
ノ
ス
自
体
の
存
在
も
絶
対
に
知
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
」

声

４
「
そ
も
そ
も
誰
が
作
っ
た
ん
だ
、
そ
の
デ
ジ
モ
ン
と
か
い
う
の
は
」

○
イ
メ
ー
ジ
／
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
画
面

１
９
８
０
年
代
の
マ
イ
コ
ン
画
面
。

モ
ノ
ク
ロ
ド
ッ
ト
の
、
未
だ
怪
物
と
し
て
の
イ
コ
ン
を
持
た

な
い
、
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
が
、
命
を
持
っ
て
い
る
か
の
様
に
蠢

い
て
い
る
。
〔
参
考
／
蛋
白
質
構
造
図
〕

声

２
「
１
９
８
０
年
代
に
、
世
界
各
国
の
若
い
研
究
者
達
が
オ
ー
プ
ン
・

ソ
ー
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
始
め
た
実
験
で
し
た
。
た
だ
そ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
既
に
凍
結
さ
れ

」

Ｍ
Ｓ
Ｘ
程
度
の
解
像
度
に
、
デ
ジ
モ
ン
の
モ
ノ
ク
ロ
ド
ッ
ト

絵
が
ピ
コ
ピ
コ
動
い
て
い
る
。

声

２
「
今
は
、
そ
の
時
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
、
子
ど
も
達
の
人
気
に
な

っ
て
い
る
だ
け
、
だ
っ
た
筈
で
す
。
本
来
の
疑
似
生
命
体
は
、
定

め
ら
れ
た
ロ
ー
カ
ル
・
エ
リ
ア
内
で
の
み
生
き
ら
れ
、
そ
れ
も
消

去
さ
れ
た
筈
で
す
」
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○
山
木
の
部
屋
／
テ
レ
ビ
会
議

山

木
「
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
野
生
と
な
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
を
我
が
物

顔
で
走
り
回
り
、
そ
れ
ば
か
り
か
こ
の
リ
ア
ル
・
ワ
ー
ル
ド
に
肉

体
化
し
て
き
て
い
る
。
ど
ん
な
に
危
険
な
事
か
お
判
り
で
す
か
？
」

黙
る
一
同
。

山

木
「
デ
ジ
タ
ル
モ
ン
ス
タ
ー

、
デ
ジ
モ
ン
の
本
能
は
極
め
て
単
純

で
す
。
相
手
を
デ
ー
タ
と
し
て
ロ
ー
ド
し
て
自
ら
の
デ
ー
タ
を
増

大
さ
せ
る
。
そ
こ
は
野
生
動
物
そ
の
も
の
だ
と
言
え
る
。

し
か
し
、
野
生
動
物
に
は
寿
命
が
あ
る
が
、
ネ
ッ
ト
を
野
生
化
し

て
い
る
デ
ジ
モ
ン
共
は
、
パ
ケ
ッ
ト
と
し
て
の
ラ
イ
フ
タ
イ
ム
、

寿
命
を
無
限
化
し
て
い
る
。
勝
手
に
進
化
し
た
の
で
す
。
人
が
作

っ
た
も
の
。
だ
か
ら
、
人
が
始
末
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

や
や
間
。

声

１
「

山
木
室
長
。
君
が
申
請
し
て
い
る

」

山

木
「
シ
ャ
ッ
ガ
イ
、
で
す
」

声

１
「
そ
れ
を
用
い
た
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ど
う
い
う
影
響
が
出
る
」

山

木
「
極
く
短
い
期
間
で
す
が
、
混
乱
し
ま
す
。
し
か
し
、
ネ
ッ
ト
障
害

な
ど
日
常
茶
飯
事
に
起
こ
っ
て
お
り
、
殆
ど
の
ユ
ー
ザ
が
認
識
す

る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
」

声

３
「
そ
れ
は
言
わ
ば
、
我
が
日
本
が
全
世
界
に
向
け
て
兵
器
を
放
つ
様

な
も
の
で
は
な
い
か
。
い
く
ら
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
な
空
間
と
は
言
え

問
題
は
大
き
い
」

山

木
「
シ
ャ
ッ
ガ
イ
の
存
在
を
他
国
が
知
る
事
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
」

声

４
「
ど
う
だ
ろ
う
な
。
あ
く
ま
で
試
験
を
行
う
。
そ
う
い
う
建
前
な
ら
、

我
々
の
公
式
な
承
認
を
得
る
必
要
も
無
い
」

声

１
「
（
安
堵
）
そ
う
、
解
釈
出
来
る
な
。
山
木
室
長
」

山

木
「

判
り
ま
し
た
。
試
験
を
行
い
ま
す
」

次
々
と
消
え
て
い
く
ウ
ィ
ン
ド
ウ
。

山

木
「

腰
抜
け
共
が
」

○
新
宿
中
央
公
園
／
夕
刻

大
き
な
複
合
じ
ゃ
ん
ぐ
る
じ
む＋

滑
り
台
の
上
で
、
並
ん
で

１２



座
っ
て
い
る
タ
カ
ト
と
ギ
ル
モ
ン
。

小
さ
い
子
ど
も
た
ち
が
、
ギ
ル
モ
ン
の
尻
尾
と
遊
ん
で
い
る
。

タ
カ
ト
「

ね
ぇ
ギ
ル
モ
ン
」

ギ
ル
モ
ン
「
ギ
ル
？
（
何
？
）
」

タ
カ
ト
「
グ
ラ
ウ
モ
ン
に
進
化
し
た
時
の
事
、
覚
え
て
る
？
」

ギ
ル
モ
ン
「
う
ん
、
覚
え
て
い
る
よ
」

タ
カ
ト
「
あ
の
時
の
君
、
怖
か
っ
た
…
…
」

ギ
ル
モ
ン
「
僕
は
僕
だ
よ
」

タ
カ
ト
「
で
も

、
僕
の
事
な
ん
て
、
全
然
言
う
事
を
聞
い
て
く
れ
な
か

っ
た
。
そ
う
い
う
時
の
君
の
目
っ
て

、
僕
…
…
（
怖
い
）
」

ギ
ル
モ
ン
「
（
タ
カ
ト
を
じ
っ
と
見
つ
め
）
タ
カ
ト
、

僕
た
ち
は
友
だ
ち
」

タ
カ
ト
「

」

ギ
ル
モ
ン
「
友
だ
ち
、
っ
て
、
僕
よ
く
判
ん
な
い
。
で
も
、
き
っ
と
僕
が
今
、

タ
カ
ト
を
タ
カ
ト
だ
っ
て
思
っ
て
い
る
気
持
ち
が
そ
う
な
ん
だ
っ

て
思
う
」

タ
カ
ト
「

（
び
っ
く
り
）
ギ
ル
モ
ン
…
…
」

ギ
ル
モ
ン
「
何
」

タ
カ
ト
「
す
ご
い
な
…
…
、
だ
っ
て
、
初
め
て
僕
達
が
出
会
っ
た
時
っ
て
、

ギ
ル
モ
ン
は
赤
ち
ゃ
ん
み
た
い
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
そ
れ
な
の
に
、

す
ご
く
考
え
が
し
っ
か
り
し
て
て
、
は
っ
き
り
喋
っ
て
て
」

ギ
ル
モ
ン
「
へ
へ
っ
。
タ
カ
ト
と
一
緒
に
い
る
か
ら
さ
」

タ
カ
ト
「

僕
は

、
全
然
進
化
し
て
な
い
や
…
…
」

ギ
ル
モ
ン
「
タ
カ
ト
、
進
化
ー
っ
！
」

ば
っ
、
と
立
ち
上
が
る
タ
カ
ト
。

タ
カ
ト
「
進
化
す
る
！

僕
だ
っ
て
ぇ
ぇ
ぇ
！
」

晴
々
と
し
た
顔
の
タ
カ
ト
。

ギ
ル
モ
ン
「
タ
カ
ト
モ
ー
ン
」

タ
カ
ト
「
（
笑
い
）
違
う
で
し
ょ
っ
」

笑
い
合
う
二
人
。

タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ン
！

僕
、
君
を
信
じ
て
い
な
か
っ
た
。
御
免
ね
！
」

ギ
ル
モ
ン
「
な
あ
に
？

何
で
謝
る
？

タ
カ
ト
」

タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ン
が
進
化
す
る
の
は
、
や
っ
ぱ
り
何
か
理
由
が
あ
る
ん
だ
。

僕
は
怖
が
っ
て
ば
っ
か
り
。
そ
ん
な
僕
、
嫌
な
ん
だ
！
」

ギ
ル
モ
ン
「

」
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見
つ
め
合
う
タ
カ
ト
と
ギ
ル
モ
ン
。

そ
の
向
こ
う

都
庁
舎
の
最
上
部
、
茸
ア
ン
テ
ナ
群
に
、
ク
レ
ー
ン
で
、
一

際
巨
大
な
尖
塔
が
横
に
突
き
出
す
様
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

○
ネ
ッ
ト
管
理
局
／
管
制
セ
ン
タ
ー

作
業
着
の
男
達
が
大
勢
、
コ
ン
ソ
ー
ル
の
増
設
作
業
を
し
て

い
る
。

恵

「
（
ア
ー
ム
座
か
ら
）
あ
ー
っ
、
す
い
ま
せ
ん
そ
こ
、
あ
ん
ま
し
い

じ
ら
な
い
で
下
さ
い
。
調
整
が
シ
ビ
ア
な
ん
で
ぇ
」

作
業
員
「
あ
、
す
い
ま
せ
ん
」

恵

「
何
が
始
ま
る
ん
で
す
か
ね
ぇ
…
…
」

麗

花
「

（
冷
た
く
）
さ
あ
」

麗
花
、
ゴ
ー
グ
ル
を
ず
ら
し
、
鏡
に
自
分
の
顔
を
映
す
。

マ
ス
カ
ラ
を
気
に
し
て
い
る
。

麗

花
「
（
嘆
息
）
」

○
西
新
宿
／
地
下
鉄
出
口

疲
れ
た
顔
で
、
地
上
へ
出
て
く
る
リ
ー
の
父
親
、
鎮
宇
（
ジ

ャ
ン
ユ
ー
）
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
玄
関
前
に
来
る
と

、
す
っ
、
と
黒
い
服

の
男
が
陰
か
ら
現
れ
る
。

鎮

宇
「!?

」

男

「
リ
・
チ
ン
ウ
さ
ん
、
で
す
ね
」

鎮

宇
「
リ
ー
・
ジ
ャ
ン
ユ
ー
。
そ
う
読
み
ま
す
」

男

「
日
本
の
漢
字
で
は
そ
う
は
読
ま
な
い
。
ま
あ
い
い
。
あ
な
た
が
若

い
頃
は
楽
し
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
ぇ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ま
だ

ご
く
小
さ
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
な
ら
ど
ん
な
遊
び

だ
っ
て
許
さ
れ
た
」

鎮

宇
「
誰
な
ん
で
す
、
あ
な
た
は
」

男

「
あ
な
た
の
、
昔
の
遊
び
仲
間
を
探
し
て
る
ん
で
す
。
あ
な
た
が
た

の
誰
か
が
、
ま
だ
大
人
に
な
り
き
っ
て
い
な
い
ら
し
い
」
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鎮

宇
「
ど
う
い
う
、
意
味
で
す
」

男

「
ま
あ
お
い
お
い
判
る
で
し
ょ
う
」

男
、
す
っ
と
鎮
宇
の
脇
を
抜
け
て
通
り
へ
。

鎮

宇
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
れ
っ
！
」

振
り
向
く
と

、
男
の
入
れ
違
い
に
ジ
ェ
ン
が
帰
っ
て
き

た
と
こ
ろ
。
手
に
はX

-
Z
o
n
e

の
紙
袋
。

ジ
ェ
ン
「
（
怯
え
）
お
と
う
、
さ
ん
…
…
？
」

鎮

宇
「
ジ
ェ
ン
リ
ャ
…
…
」

ハ
ッ
と
な
っ
て
ジ
ェ
ン
、
振
り
向
く
。

ジ
ェ
ン
「
今
の
人
っ
て

」

ぶ
ぉ
ん
！

黒
塗
り
の
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
が
走
り
抜
け
る
。

二

人
「
…
…
」

○
リ
ー
家
／
玄
関

赤
ち
ゃ
ん
服
を
着
せ
ら
れ
た
テ
リ
ア
モ
ン
、
を
抱
き
抱
え
た

小
春
が
お
迎
え
。

小

春
「
お
か
え
り
な
さ
ー
い
！

ほ
ら
テ
リ
ア
モ
ン
、
お
か
え
り
ー
っ
て
」

テ
リ
ア
モ
ン
「
（
ひ
く
ひ
く
）
」

ジ
ェ
ン
「
た
、
た
だ
い
ま
（
ひ
く
ひ
く
）
」

○
神
楽
坂
裏
町

旧
家
の
並
ぶ
町

。

留

姫
「
（
オ
フ
）
こ
の
前

、
ハ
ー
ピ
モ
ン
を
倒
し
た
時

、
ど
う

し
て
ロ
ー
ド
し
な
か
っ
た
の
…
…
？
」

レ
ナ
モ
ン
「
（
オ
フ
）
判
ら
な
い
…
…
。
で
も
、
私
に
は
今
、
留
姫
が
い
る
」

○
牧
野
（
秦
）
邸

庭
の
軒
下
で
、
膝
を
抱
え
て
座
っ
て
い
る
留
姫
。

レ
ナ
モ
ン
は
そ
の
奥
、
軒
下
の
暗
が
り
に
立
っ
て
い
る
。

留

姫
「
ロ
ー
ド
し
な
き
ゃ
、
も
っ
と
進
化

」

レ
ナ
モ
ン
「
そ
う
、
デ
ジ
モ
ン
は
他
の
デ
ジ
モ
ン
を
ロ
ー
ド
す
る
事
で
よ
り
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強
く
進
化
し
て
い
く
も
の
…
…
。
だ
け
ど
、
人
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー

を
得
た
デ
ジ
モ
ン
は
、
そ
う
す
る
必
要
は
も
う
な
い
気
が
し
た
」

留

姫
「
で
も
、
そ
れ
じ
ゃ
強
く
は
進
化
出
来
な
い
…
…
」

レ
ナ
モ
ン
「
進
化
と
は
、
た
だ
強
く
な
る
為
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
う

う
思
っ
て
い
る
よ
、
今
は
」

留

姫
「
そ
う
、
だ
ね
…
…
（
微
笑
）
」

レ
ナ
モ
ン
「
留
姫
？
」

留

姫
「

い
い
の
、
な
ん
で
も
な
い
。
た
だ

、
ち
ょ
っ
と
嬉
し
か

っ
た
だ
け
…
…
。
あ
た
し
が
デ
ジ
モ
ン
に
こ
ん
な
気
持
ち
持
つ
な

ん
て
、
前
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
…
…
。
そ
う
言
え
ば

、

あ
の
子
、
今
ど
う
し
て
る
ん
だ
ろ
…
…
」

想
い
を
馳
せ
る
留
姫
。

○
南
新
宿
／
デ
ッ
キ人

通
り
の
少
な
い
端
の
方
。

ク
ル
モ
ン
が
手
す
り
に
乗
っ
か
っ
て
、
Ｎ
Ｔ
○
の
尖
塔
を
見

つ
め
て
い
る
。
ク
ル
モ
ン
に
は
、
電
離
層
の
波
が
見
え
て
い

る
ら
し
い
。

ク
ル
モ
ン
「
な
ん
か
変
で
く
る
ー
。
ク
ル
モ
ン
が
前
に
い
た
と
こ
ろ
と
、
同

じ
空
気
に
な
っ
て
き
た
で
く
る
～
」

ご
ん
。
足
蹴
に
さ
れ
て
落
ち
る
ク
ル
モ
ン
。

ク
ル
モ
ン
「
わ
ー
」
手
す
り
に
立
つ
イ
ン
プ
モ
ン
。

イ
ン
プ
モ
ン
「
た
そ
が
れ
て
ん
じ
ゃ
ね
ー
よ
こ
の
ガ
キ
が
よ
！

何
が
く
る

く
る
く
る
～
だ
ザ
ケ
ン
じ
ゃ
ね
っ
つ
の
！
」

ク
ル
モ
ン
「
何
す
る
ん
で
く
る
ー
。
ひ
ど
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ー
」

イ
ン
プ
モ
ン
「
ム
カ
ッ
ッ
ツ
ク
ん
だ
よ
お
前
み
て
ぇ
に
人
間
に
可
愛
が
ら
れ

て
ニ
コ
ニ
コ
く
る
く
る
何
モ
ン
な
ん
だ
て
め
ぇ
は
デ
ジ
モ
ン
じ
ゃ

ね
ー
の
か
よ
悔
し
か
っ
た
ら
俺
を
倒
し
て
ロ
ー
ド
し
て
進
化
し
て

み
ろ
よ
出
来
ね
ぇ
の
か
よ
！
」

ク
ル
モ
ン
「
ク
ル
モ
ン
、
進
化
な
ん
か
し
な
い
で
す
ー
」

イ
ン
プ
モ
ン
「
あ
ん
？

何
言
っ
て
ん
だ
こ
い
つ
。
や
っ
ぱ
り
ど
っ
か
足
り

ね
ぇ
と
思
っ
た
け
ど
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ね
、
サ
イ
ア
ク
だ
ね
、
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オ
シ
マ
イ
だ
ね
、
デ
ジ
モ
ン
と
し
ち
ゃ
」

ク
ル
モ
ン
「
く
る
ー
…
…
」

イ
ン
プ
モ
ン
「
し
ょ
う
が
ね
ぇ
な
、
じ
ゃ
あ
こ
の
イ
ン
プ
モ
ン
様
が
お
前
を

ロ
ー
ド
し
て
や
る
よ
。
お
前
な
ん
か
ロ
ー
ド
し
た
っ
て
ち
っ
と
も

強
く
な
ん
か
進
化
で
き
ゃ
し
な
い
だ
ろ
う
け
ど
、
ま
、
塵
も
積
も

れ
ば
山
と
な
る
か
も
し
ん
ね
ぇ
し
よ
」

ギ
ラ
っ
と
光
る
イ
ン
プ
モ
ン
の
目
。

ク
ル
モ
ン
「
（
怯
え
）
く
る
る
る
～
」

○
ネ
ッ
ト
管
理
局
／
管
制
セ
ン
タ
ー

メ
イ
ン
・
コ
ン
ソ
ー
ル
脇
に
設
営
さ
れ
た
、
大
き
な
可
搬
式

の
ラ
ッ
ク
。
２
Ｕ
サ
イ
ズ
の
機
器
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
か
ら
、
キ
ャ
ノ
ン
端
子
の
ケ
ー
ブ
ル
が
無
数
に
繋
が

れ
て
い
る
。

技
術
者
の
一
人
、
メ
イ
ン
・
パ
ワ
ー
を
入
れ
る
。

ラ
ッ
ク
の
中
の
小
型
液
晶
モ
ニ
タ
に
波
形
が
映
る
。

技
術
者
「
シ
ャ
ッ
ガ
イ
、
起
動
し
ま
し
た
」

ア
ー
ム
座
の
麗
花
、
自
己
の
Ｈ
Ｍ
Ｄ
に
映
る
波
形
を
見
て

麗

花
「
！

何
こ
れ
！

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
逆
流
を
起
こ
し
て
い
る
！
」

山

木
「
（
無
線
／
オ
フ
）
い
い
ん
だ
。
こ
な
い
だ
捕
獲
し
た
デ
ジ
モ
ン
の

デ
ー
タ
を
餌
に
、
食
い
つ
い
た
ワ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
の
デ
ー
タ
を
完

全
分
解
す
る
。
そ
れ
が
シ
ャ
ッ
ガ
イ
だ
」

ゴ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
！

突
如
、
ヒ
ュ
プ
ノ
ス
の
全
方
位
ス
ク
リ
ー
ン
が
青
い
渦
を
巻

き
始
め
た
。

恵

「
（
慄
然
）

な
ん
か

、
す
ご
い
…
…
」

○
地
下
１
３
階
／
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー

広
大
な
円
形
壁
面
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
束
、
凄
ま
じ
い
勢
い

の
光
が
循
環
し
始
め
て
い
る
。

○
ギ
ル
モ
ン
・
ホ
ー
ム
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寝
そ
べ
っ
て
進
化
フ
ェ
イ
ズ
の
カ
ー
ド
を
見
て
い
る
タ
カ
ト
。

タ
カ
ト
「
こ
の
カ
ー
ド
使
っ
た
ら
、
サ
ク
ッ
と
進
化
出
来
た
り
し
て
…
…
。

ね
？

ギ
ル
モ
ン
」

声
が
し
な
い
の
で
、
身
を
起
こ
す
タ
カ
ト
。

ギ
ル
モ
ン
、
眉
を
顰
め
、
じ
っ
と
耳
を
澄
ま
し
て
い
る
。

タ
カ
ト
「
？

ギ
ル
モ
ン
…
…
」

と
、
軽
く
室
内
が
揺
れ
た
。

タ
カ
ト
「
あ
、
地
震
…
…
」

ギ
ル
モ
ン
の
目
、
ギ
ラ
ギ
ラ
と
光
り
始
め
て
い
る
。

ギ
ル
モ
ン
「

来
る
…
…
」

○
リ
ー
の
家
／
キ
ッ
チ
ン

夕
餉
が
始
ま
っ
て
い
る
。

小

春
「
い
た
だ
き
ま
ー
す
！
」

玄
関
が
開
い
て
、
姉
の
嘉
玲
が
帰
っ
て
く
る
。

嘉

玲
「
た
だ
い
ま
。
な
ー
ん
だ
ま
た
駅
弁
大
会
？
」

麻
由
美
（
母
）
「
し
ょ
う
が
な
い
じ
ゃ
な
い
残
業
入
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
か
ら
」

鎮

宇
「
お
前
ど
っ
ち
に
す
る
。
釜
飯
か
？

蛤
弁
当
か
？
」

嘉

玲
「
ど
っ
ち
で
も
い
い
。
あ
、
や
っ
ぱ
釜
飯
」

鎮

宇
「
（
苦
笑
）
そ
う
だ
と
思
っ
た
」

ジ
ェ
ン
「
…
…
お
父
さ
ん
…
…
」

鎮

宇
「
…
…
（
小
声
）
今
は
家
族
の
食
事
の
時
間
だ
ぞ
、
ジ
ェ
ン
リ
ャ
」

ジ
ェ
ン
「
お
父
さ
ん
が
若
い
時
に
研
究
し
て
た
の
っ
て

、
デ
ジ
モ

」

鎮

宇
「
食
事
の
時
に
す
る
話
で
は
な
い
」

ジ
ェ
ン
「
ご
め
ん
な
さ
い
…
…
（
俯
く
）
」

ゴ
ト
ン
。
背
後
の
部
屋
か
ら
音
。

ジ
ェ
ン
「
？
…
…
（
ハ
ッ
）
」

○
ジ
ェ
ン
の
部
屋

ジ
ェ
ン
「
テ
リ
ア
モ
ン
！
（
慄
然
）
」

テ
リ
ア
モ
ン
、
狂
っ
た
よ
う
に
窓
を
叩
い
て
い
る
。
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そ
の
窓
の
向
こ
う
に
は
、
青
い
渦
が
夜
空
に
巻
い
て
い
た
。

ご
お
お
お
お
お
！

ジ
ェ
ン
「
何
が
起
こ
っ
て
い
る
ん
だ!?

」

○
都
庁
舎

最
上
部
の
尖
塔
か
ら
パ
ル
ス
が
虚
空
に
走
っ
て
い
る
。

青
い
空
の
渦
、
禍
々
し
く

。

麗

花
「
（
オ
フ
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
、
異
常
パ
ケ
ッ
ト
増
大
中
！
」

○
歩
道
橋
の
上

耳
にB

l
u
e
T
o
o
t
h

ワ
イ
ヤ
レ
ス
イ
ン
ナ
フ
ォ
ン
を
入
れ
、Pa

lm

デ
バ
イ
ス
の
液
晶
に
映
る
ヒ
ュ
プ
ノ
ス
を
見
て
い
た
山
木
、

山

木
「
あ
は
は
は
は
は
は
っ
！

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
秩
序
を
人
間
に
取
り

戻
す

、
い
や
、
こ
の
私
が
掌
握
す
る
事
に
な
る
の
さ
！

消
え
て
な
く
な
れ
！

醜
い
怪
物
共
！
」

ゴ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
！

渦
の
中
か
ら

、
あ
の
見
慣
れ
ぬ

巨
大
な
デ
ジ
モ
ン
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
浮
か
ん
だ
！

○
中
央
公
園

タ
カ
ト
と
ギ
ル
モ
ン
、
飛
び
出
し
て
き
て
見
上
げ
る
。

タ
カ
ト
「
空
が
！
」

ギ
ル
モ
ン
「

来
る
よ
！

と
て
つ
も
な
く
強
い
デ
ジ
モ
ン
が
！
」

タ
カ
ト
「
え
っ!
?

」

以
下
次
回
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